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全
要
素
生
産
性
と
格
差
の
関
係
に
関
す
る
質
問
主
意
書

全
要
素
生
産
性
（
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
上
昇
率
の
向
上
は
、
日
本
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

全
要
素
生
産
性
と
は
何
か
、
政
府
の
解
釈
を
お
示
し
願
い
た
い
。
具
体
的
な
構
成
要
素
の
例
示
も
い
た
だ
き
た
い
。

二

現
在
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
、
日
本
の
全
要
素
生
産
性
上
昇
率
は
ど
の
ぐ
ら
い
の
順
位
か
。
加
盟
国
の
中
で
、
年
々
低
下

傾
向
に
あ
る
の
か
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
の
か
。

三

ど
う
す
れ
ば
、
全
要
素
生
産
性
を
向
上
で
き
る
と
お
考
え
か
。
ま
た
、
現
在
、
政
府
が
取
り
組
ん
で
い
る
向
上
策
に
つ
い

て
、
詳
細
に
お
示
し
願
い
た
い
。

四

全
要
素
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
政
策
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
格
差
是
正
策
や
労
働
者
を
支
え
る
社
会
保

障
の
綻
び
を
正
す
こ
と
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
能
力
が
あ
り
望
め
ば
誰
も
が
大
学
に
行
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
や
介

護
や
育
児
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め
ず
に
済
む
社
会
が
実
現
で
き
れ
ば
、
能
力
の
高
い
労
働
者
が
増
え
た
り
、
熟
練
労
働
者
が

辞
め
ず
に
済
ん
だ
り
し
て
、
長
期
的
に
全
要
素
生
産
性
上
昇
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。

五

政
府
は
、
全
要
素
生
産
性
上
昇
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
格
差
是
正
や
社
会
保
障
が
果
た
す
役
割
を
ど
う
認
識
し
て
い

一



る
か
。

六

格
差
是
正
策
や
社
会
保
障
は
経
済
成
長
の
足
を
引
っ
張
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
人
へ
の
投
資
で
あ
る
、
適
切
な
格

差
是
正
策
や
社
会
保
障
政
策
は
結
果
と
し
て
、
成
長
の
基
盤
を
作
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
に
つ
い
て
、
安
倍
内
閣
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


